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講
演
要
旨『

平
家
物
語
』
と
「
英
雄
」

�

青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授　

佐
伯　

真
一

　
『
平
家
物
語
』
に
「
英
雄
」
の
存
在
を
求
め
る
発
想
は
、
い
く
つ
か
の
誤
読
を
生
ん
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

山
田
孝
雄
の
い
わ
ゆ
る
「
三
英
雄
」
説
で
あ
り
、
ま
た
、
黒
板
勝
美
の
義
経
論
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
な
ぜ
『
平
家
物
語
』
の
中

に
「
英
雄
」
が
い
る
は
ず
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
大
津
雄
一
『『
平
家
物
語
』
の
再
誕
』
は
、
近
代
西
洋
文
化

の
輸
入
に
そ
の
原
因
を
求
め
た
。
大
津
が
、『
平
家
物
語
』
の
「
英
雄
叙
事
詩
」
と
し
て
の
規
定
を
、
国
民
国
家
と
し
て
西
洋
に

比
肩
し
た
い
と
い
う
欲
望
に
よ
る
も
の
と
見
た
点
に
は
、
全
く
異
論
が
な
い
。
し
か
し
、
明
治
の
日
本
人
が
「
英
雄
」
を
欲
し
が
っ

た
理
由
を
、
西
洋
か
ら
の
ロ
マ
ン
主
義
の
輸
入
に
求
め
た
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

問
題
は
、「
英
雄
」
と
は
何
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
漢
語
「
英
雄
」
の
語
誌
の
、
中
国
古
典
と
日
本
の
双
方
に

わ
た
る
検
討
か
ら
、
日
本
人
が
「
英
雄
」
を
ど
う
捉
え
て
き
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
中
国
古
典
に
お
い
て
、「
英
雄
」
は
必
ず

し
も
高
貴
な
者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
の
し
上
が
る
実
力
者
」
と
で
も
い
う
よ
う
な
形
象
が
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
「
英

雄
」
概
念
は
、
お
そ
ら
く
、
鎌
倉
時
代
頃
ま
で
の
日
本
人
に
は
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
代
の
日
本
で
も
、「
英
雄
」
は
さ

ま
ざ
ま
な
す
ぐ
れ
た
者
を
指
す
言
葉
で
は
あ
る
が
、
最
も
有
力
だ
っ
た
の
は
「
家
柄
の
す
ぐ
れ
た
者
」
と
い
う
捉
え
方
で
あ
り
、『
平

家
物
語
』
も
そ
う
し
た
理
解
を
見
せ
る
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
武
士
が
社
会
の
中
心
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、

強
い
武
士
を
「
英
雄
」
と
捉
え
る
理
解
が
生
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
理
解
は
一
六
～
一
七
世
紀
に
は
主
流
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
世

紀
に
は
、
中
国
古
典
に
見
ら
れ
た
「
の
し
上
が
る
実
力
者
」
に
近
い
「
英
雄
」
が
、
国
民
か
ら
待
望
さ
れ
る
に
至
る
。
西
洋
近
代

風
の
「
英
雄
」
は
、
そ
う
し
た
変
容
を
経
て
き
た
日
本
語
（
漢
語
）
と
し
て
の
「
英
雄
」
と
、
混
淆
し
つ
つ
受
容
さ
れ
た
も
の
と

考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
「
英
雄
」
観
と
、『
平
家
物
語
』
を
武
士
の
文
学
と
捉
え
る
理
解
と
に
よ
っ
て
、『
平
家
物
語
』
に
「
英
雄
」

を
求
め
る
心
根
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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酒
呑
童
子
絵
巻
研
究
の
諸
問
題

�

国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授　

小
林　

健
二

　

近
年
、
美
術
史
研
究
者
が
立
ち
上
げ
た
共
同
研
究
「
酒
呑
童
子
絵
巻
の
研
究
」
に
参
加
し
て
、
主
に
絵
画
面
か
ら
調
査
を
行
っ

て
き
た
。
こ
の
研
究
を
通
じ
て
、
酒
吞
童
子
絵
巻
に
は
多
く
の
未
解
決
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
そ
の
報
告
を
行
い

た
い
。

　

酒
呑
童
子
物
語
は
き
わ
め
て
伝
本
が
多
い
が
、
そ
の
根
源
に
位
置
す
る
の
が
逸
翁
美
術
館
蔵
「
大
江
山
絵
詞
」
と
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
蔵
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
で
あ
る
。
と
く
に
狩
野
元
信
筆
の
サ
ン
ト
リ
ー
本
は
そ
れ
以
後
に
流
布
し
た
絵
巻
・
絵
本
・
写
本

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
伝
本
に
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
元
信
筆
の
絵
巻
は
狩
野
派
の
内
外
で
転
写
を
重

ね
ら
れ
た
が
、
狩
野
探
幽
筆
の
模
本
も
少
な
か
ら
ず
存
し
、
探
幽
本
も
重
視
さ
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。
探
幽
は
元
信
本
を
か

な
り
丁
寧
に
写
し
て
い
る
が
、
自
身
の
工
夫
で
図
様
に
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
酒

呑
童
子
の
臥
所
の
障
子
絵
が
荒
海
図
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
図
様
の
モ
チ
ー
フ
の
改
変
と
と
ら
え
ら
れ
る
が
、
頼
光
達

が
鬼
神
の
臥
所
に
討
ち
入
る
前
の
場
面
で
は
、
挿
絵
と
詞
書
を
と
も
な
っ
た
段
単
位
で
の
大
き
な
相
違
も
両
者
に
は
存
す
る
。
そ

の
違
い
は
、
単
な
る
写
し
誤
り
で
は
な
く
、
親
本
（
元
信
本
）
に
あ
る
カ
タ
チ
を
探
幽
が
そ
の
ま
ま
写
し
て
し
ま
っ
た
故
と
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
原
因
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
解
決
が
つ
い
て
い
な
い
。

　

一
方
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
系
の
代
表
的
な
伝
本
で
あ
る
岩
瀬
文
庫
蔵
「
酒
顛
童
子
絵
詞
」
は
、
元
信
本
で
は
な
く
探
幽
本
に
拠
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
岩
瀬
本
に
あ
っ
て
探
幽
本
に
な
い
挿
絵
を
二
カ
所
（
捕
縛
し
た
鬼
達
へ
の
説
諭
と
城
郭
の
破
却
）

有
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
挿
絵
は
他
の
絵
巻
に
も
見
ら
れ
、
後
に
付
加
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
狩
野
派
で
お
家
芸
的
な
画
題
と
な
っ
た
酒
吞
童
子
絵
巻
は
、
基
本
的
に
サ
ン
ト
リ
ー
本
を
踏
襲
し
て
い
く
も
の

の
、
多
く
の
作
例
の
な
か
に
明
ら
か
に
特
異
な
図
様
を
有
す
る
伝
本
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
画
像
を
見
な
が
ら
確
認
し
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
っ
た
か
の
要
因
も
考
え
て
み
た
い
。
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研
究
発
表
要
旨

武
具
表
現
か
ら
読
む
『
平
家
物
語
』

�

大
谷
大
学
大
学
院
生　

古
賀　

春
菜

　
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
、
合
戦
場
面
に
登
場
す
る
武
将
た
ち
は
、
多
彩
な
武
具
や
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

山
下
宏
明
氏
が
「
語
ら
れ
る
武
装
の
実
態
が
、
そ
の
人
物
の
年
齢
や
階
層
は
勿
論
の
こ
と
、
物
語
に
お
け
る
そ
の
人
物
の
存
在
意

義
を
も
表
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
」（「『
平
家
物
語
』
合
戦
談
の
叙
法
」『
文
学
』
第
五
四
巻
（
九
）、
岩
波
書
店
、

一
九
八
六
年
）
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
武
具
表
現
は
単
に
視
覚
的
な
描
写
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
物
の
性
格
や
地
位
、
さ
ら
に

は
物
語
の
中
で
の
役
割
ま
で
も
表
す
重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

本
発
表
で
は
、
こ
の
よ
う
な
武
具
表
現
に
注
目
し
、
各
武
将
が
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
人
物
像
を
形
成
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
い
く
。
考
察
の
前
提
と
し
て
ま
ず
、
延
慶
本
・
覚
一
本
・『
源
平
盛
衰
記
』

の
三
本
の
す
べ
て
の
登
場
人
物
の
武
具
表
現
を
集
計
し
、
記
述
量
や
内
容
の
差
異
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
概
し
て
、
説
話
を

多
く
挿
入
す
る
延
慶
本
は
武
具
の
表
現
も
多
く
、
覚
一
本
で
は
、
内
容
が
整
理
さ
れ
、
武
具
が
記
述
さ
れ
る
人
物
も
最
も
少
な
い
。

『
源
平
盛
衰
記
』
は
、
武
具
が
表
現
さ
れ
る
人
物
も
、
武
具
に
つ
い
て
の
表
現
も
最
も
多
く
、
時
に
は
現
実
の
戦
場
か
ら
は
考
え

ら
れ
な
い
独
自
の
表
現
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
発
表
で
は
と
く
に
、
武
具
表
現
の
変
容
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
人
物
と
し
て
の
巴
御
前
と
畠
山

重
忠
、
逆
に
諸
本
に
よ
る
武
具
表
現
に
全
く
差
が
み
ら
れ
な
い
人
物
と
し
て
の
平
維
盛
の
計
三
例
を
挙
げ
、
具
体
的
に
そ
の
変
遷

を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　

武
具
表
現
は
当
該
の
武
将
を
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
知
ら
し
め
た
い
の
か
、
と
い
う
人
々
の
意
志
に
よ
っ
て
変
容
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
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世
阿
弥
作
「
檜
垣
」
に
つ
い
て　

―
老
女
の
舞
が
意
味
す
る
も
の
―

�

京
都
大
学
文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師　

奥
田　

茉
莉
子

　

世
阿
弥
は
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
能
楽
論
を
遺
し
て
い
る
。
中
で
も
老
人
の
演
技
に
つ
い
て
は
、
世
阿
弥
の
理
論
に
変
化
が
生

じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
変
化
は
脇
能
（
前
シ
テ
は
神
の
化
身
の
尉
、
後
シ
テ
は
神
）
の
作
能
と
深
く
関
わ
る

た
め
に
、
脇
能
の
作
品
研
究
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
能
楽
論
で
は
老
女
に
も
触
れ
て
お
り
、
老
女
を
主
人
公
（
シ
テ
）

と
す
る
老
女
物
の
作
品
研
究
も
ま
た
、
老
人
の
演
技
論
を
考
え
る
上
で
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
の
下
に
、
本
発
表
で
は
世
阿
弥
作
の
老
女
物
で
あ
る
「
檜
垣
」
を
取
り
上
げ
る
。「
檜
垣
」
は
、『
後
撰
集
』

巻
十
七
に
載
る
檜
垣
の
嫗
の
「
年
ふ
れ
ば
…
」
の
歌
に
ま
つ
わ
る
、
檜
垣
の
嫗
の
落
魄
譚
を
本
説
と
す
る
。
シ
テ
は
か
つ
て
の
名

白
拍
子
・
檜
垣
の
女
の
亡
霊
で
あ
り
、
僧
（
ワ
キ
）
に
生
前
の
行
い
を
懺
悔
す
る
。
世
阿
弥
作
品
ゆ
え
に
先
行
研
究
は
少
な
く
な

い
が
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
た
め
に
様
々
な
解
釈
が
生
じ
、
一
曲
の
主
題
に
も
見
解
の
相
違
が
あ
る
。

　

し
か
し
そ
う
し
た
先
学
の
論
に
よ
っ
て
、「
檜
垣
」
の
主
題
に
迫
る
上
で
解
決
す
べ
き
問
題
は
既
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
シ
テ
が
水
を
汲
む
こ
と
の
意
味
、
汲
ん
だ
水
に
宿
る
月
影
の
意
味
、
つ
る
べ
縄
を
繰
る
行
為
の
意
味
、
シ
テ
の
罪
の
在
処
、

成
仏
の
成
否
と
い
っ
た
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
考
察
を
経
て
、
シ
テ
が
舞
う
乱
拍
子
（
江
戸
期
改
変
以
前
の
舞
）
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
問
題
に
対
し
、
発
表
者
は
主
に
「
檜
垣
」
詞
章
を
実
証
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
を
す
す
め
る
。
水
に
映
る

月
に
つ
い
て
は
広
く
中
世
歌
謡
や
能
に
お
け
る
表
現
を
検
討
し
、
つ
る
べ
縄
を
繰
る
行
為
に
つ
い
て
は
「
松
風
」「
黒
塚
」
と
い
っ

た
異
な
る
曲
趣
の
能
の
詞
章
と
比
較
し
、
シ
テ
の
罪
の
在
処
は
「
江
口
」
等
と
の
比
較
や
懺
悔
の
方
法
か
ら
考
察
す
る
。

　

シ
テ
の
言
う
「
水
の
あ
は
れ
を
知
る
」
と
は
、「
老
い
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
悲
愴
な
感

慨
で
は
な
い
。
若
さ
を
失
っ
た
舞
に
、
若
い
頃
に
は
な
か
っ
た
花
を
見
出
し
た
時
、
シ
テ
は
悟
り
を
得
る
の
で
あ
る
。
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狩
野
山
雪
筆
「
長
恨
歌
図
巻
」
の
表
象
行
為
に
関
す
る
一
考
察

�

福
山
大
学
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー　

井
上　

泰

　

江
戸
初
期
の
画
家
、
狩
野
山
雪
（
一
五
九
〇
―
一
六
五
一
）
に
よ
る
「
長
恨
歌
図
巻
」（
上
下
巻
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー

蔵
）
は
、
白
楽
天
『
長
恨
歌
』
を
計
三
六
場
面
を
も
っ
て
絵
画
化
し
て
い
る
。

　

脇
坂
淳
氏
は
、
近
世
前
期
成
立
の
「
世
俗
的
描
写
が
顕
著
」
な
絵
巻
や
奈
良
絵
本
系
冊
子
と
は
対
照
的
に
、
本
図
巻
は
「
絵
図

の
み
を
も
っ
て
悲
恋
物
語
の
叙
事
詩
を
情
景
化
」
し
、「
白
楽
天
の
詩
意
を
そ
の
ま
ま
絵
師
は
筆
管
に
託
し
た
」
と
そ
の
特
徴
を

指
摘
し
て
い
る
（『
京
狩
野
の
研
究
』）。

　

絵
画
化
に
関
し
て
は
、
平
安
時
代
以
来
の
絵
画
や
狩
野
派
の
模
本
、
さ
ら
に
は
明
代
将
来
の
絵
画
・
挿
絵
版
画
を
も
参
照
し
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
絵
画
表
象
主
体
の
創
造
的
な
表
象
行
為
が
推
察
さ
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
そ
う
し
た
表
象
行
為

を
文
字
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係
も
含
め
て
問
題
と
し
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

主
に
取
り
上
げ
る
箇
所
は
、
上
巻
に
描
か
れ
た
、
玄
宗
が
楊
貴
妃
を
寵
愛
し
て
い
く
一
連
の
場
面
（
①
）
と
下
巻
に
描
か
れ
た
、

方
士
が
蓬
莱
宮
の
楊
貴
妃
を
訪
う
一
連
の
場
面
（
②
）
で
あ
る
。

　

①
は
、
部
屋
の
境
界
線
や
柱
の
線
に
よ
っ
て
画
面
を
区
切
り
、
そ
こ
に
人
物
を
周
到
に
配
置
し
つ
つ
、『
長
恨
歌
抄
』
や
『
歌

行
詩
諺
解
』
の
注
釈
に
あ
る
よ
う
な
解
釈
を
促
す
描
写
（
二
重
の
帳
）
や
中
世
に
流
通
し
た
玄
宗
楊
貴
妃
説
話
を
想
起
さ
せ
る
図

像
（
牡
丹
）
を
も
組
み
こ
み
な
が
ら
物
語
を
表
現
し
て
い
る
。

　

②
は
、『
長
恨
歌
』
の
叙
述
よ
り
も
「
方
士
」
を
「
楊
通
幽
」
と
す
る
『
太
平
記
』
巻
三
七
の
長
恨
歌
説
話
や
『
楊
太
真
外
伝
』

の
そ
れ
に
近
い
。『
後
素
集
』
巻
第
二
「
仙
女
」
項
に
は
「
楊
通
遇
貴
妃
圖
」
と
あ
り
、
江
戸
初
期
ま
で
に
は
「
楊
通
幽
」
の
登

場
す
る
長
恨
歌
説
話
が
絵
画
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
図
巻
も
そ
う
し
た
物
語
に
依
拠
し
て
解
釈
、
表
現
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

以
上
、
本
絵
画
表
象
主
体
は
本
詩
を
め
ぐ
る
注
釈
や
説
話
に
よ
っ
て
も
『
長
恨
歌
』
を
解
釈
、
表
現
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ

れ
は
中
世
に
お
い
て
蓄
え
ら
れ
た
知
の
集
積
に
基
づ
く
表
象
行
為
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
発
表
で
は
、
具
体
的
に
場
面
を
取
り

上
げ
な
が
ら
、
表
象
行
為
に
関
す
る
分
析
を
示
し
た
い
。
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宗
祇
画
像
の
一
伝
本
―
立
命
館
大
学
蔵
本
の
意
義
―

�

立
命
館
大
学　

川
崎　

佐
知
子

　

宗
祇
は
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
七
月
二
十
九
日
に
、
箱
根
湯
本
に
て
、
八
十
二
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。
宗
祇
の
肖
像
画
像
は
、

『
実
隆
公
記
』
明
応
四
年
（
一
四
九
九
）
四
月
九
日
条
な
ど
に
よ
り
、
宗
祇
生
存
中
に
す
で
に
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
島
津
忠
夫
『
宗
祇
の
顔　

画
像
の
種
類
と
変
遷
』（
島
津
忠
夫
著
作
集
別
巻　

和
泉
書
院　

二
〇
一
一
年
）
は
、
現
存

す
る
宗
祇
画
像
を
五
種
八
類
に
整
理
し
て
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
お
お
も
と
が
、
宗
祇
生
前
に
描
か
れ
た
画
像
（
壽
像
）
で

あ
る
と
あ
き
ら
め
た
。
慧
眼
に
導
か
れ
て
、
本
発
表
は
、
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
に
新
収
さ
れ
た
宗
祇

画
像
の
一
本
（
以
下
、「
立
命
館
大
学
蔵
本
」
と
称
す
）
の
意
義
を
説
く
。

　

立
命
館
大
学
蔵
本
の
賛
は
、
宗
祇
の
自
賛
歌
を
二
区
の
色
紙
に
書
く
。
画
は
、
頭
を
や
や
右
に
傾
け
、
衲
衣
に
袈
裟
を
か
け
て
、

両
手
を
組
み
、
上
畳
に
座
し
た
姿
で
あ
る
。
島
津
忠
夫
前
掲
書
に
は
、
同
様
の
画
像
と
し
て
、
早
雲
寺
所
蔵
本
（
土
佐
光
起
画
、

里
村
昌
陸
・
昌
純
賛
）、
定
輪
寺
所
蔵
本
（
土
佐
光
起
画
、
昌
陸
賛
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
（
土
佐
光
祐
画
）
等
を
紹

介
す
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
期
の
書
写
で
、
壽
像
を
祖
と
す
る
系
統
に
関
わ
り
が
あ
り
、
土
佐
派
に
粉
本
が
存
在
し
た
ら
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
序
、
文
政
二
年
刊
の
檜
山
義
慎
『
皇
朝
名
画
拾
彙
』
巻
四
に
、
近
衞
前
久
（
一
五
三
六

―
一
六
一
二
）
が
宗
祇
像
を
画
し
、
連
歌
師
紹
巴
に
与
え
た
と
あ
る
。
じ
つ
は
、
立
命
館
大
学
蔵
本
は
こ
の
記
述
に
通
じ
、
掛
幅

の
裏
面
に
は
、
画
・
賛
と
も
近
衞
前
久
筆
と
証
す
る
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
十
月
の
紹
巴
筆
極
書
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。

立
命
館
大
学
蔵
本
は
、
従
来
知
ら
れ
た
右
向
き
端
坐
像
の
も
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
く
わ
え
て
、
立
命

館
大
学
蔵
本
が
、
里
村
南
家
に
お
け
る
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
自
然
斎
二
百
年
忌
、
お
よ
び
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の

三
百
年
忌
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
も
言
及
す
る
。
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猪
熊
方
「
禅
仙
」
を
介
し
た
『
天
狗
絵
詞
』
な
ど
の
背
景
―
中
世
文
学
史
の
背
景
の
一
端
―

�

実
践
女
子
大
学　

牧
野　

和
夫

　

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
奥
書
識
語
に
沿
う
形
で
十
三
世
紀
中
後
期
以
降
十
四
世
紀
前
期
に
至
る
間
の
学
僧
の
活
動
（
足
跡
）

を
辿
る
時
、〝
既
製
〟
の
枠
を
遥
か
に
超
え
た
行
動
範
囲
の
広
さ
（
国
内
外
に
及
ぶ
、
と
り
わ
け
宋
・
元
と
の
交
流
と
齎
さ
れ
た

舶
載
文
物
に
着
目
）
や
そ
の
脚
繁
き
京
・
東
国
の
往
還
の
頻
度
に
驚
く
こ
と
に
な
っ
た
。
縦
横
無
尽
と
し
か
形
容
し
え
な
い
足
跡

を
残
す
後
姿
を
追
い
か
け
て
、
そ
の
殆
ど
が
ほ
ぼ
無
名
（
１
９
９
０
～
２
０
１
０
年
代
現
在
の
時
点
）
の
僧
侶
（
遁
世
上
人
、
律
僧
）

で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
し
か
も
、
そ
の
師
資
相
承
の
網
目
の
展
開
に
は
従
来
の
「
枠
」
に
縛
ら
れ
な
い
傾
向
を
も
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
「
既
製
」
の
「
枠
」
を
規
矩
と
し
て
商
量
さ
れ
た
法
華
山
寺
慶
政
・
東
大
寺
戒
壇
院
円
照
や
室
生
寺
忍
空
・
東
福
寺
円
爾
な
ど

の
事
績
も
、
そ
の
裾
野
を
視
界
に
容
れ
て
展
開
す
る
師
資
相
承
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
網
目
を
紡
ぐ
作
業
に
よ
っ
て
新
た
な
「
動
向
」

が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
文
学
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
ほ
ぼ
無
名
の
「
秀
範
」「
円
海
」「
遍
融
」「
聖
海
」「
維
仙
」「
聖
尊
」

な
ど
な
ど
、
近
時
陸
続
と
し
て
「
発
掘
」
さ
れ
た
遁
世
僧
の
数
は
甚
だ
し
く
、
そ
の
「
動
向
」
に
も
っ
と
も
顕
著
に
表
れ
る
「
動
き
」

は
、
少
な
く
と
も
日
本
の
中
世
文
学
の
「
生
成
」
の
解
明
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
も
の
か
と
考
え
る
。

　

今
回
は
、
十
三
世
紀
後
末
期
頃
の
三
聖
寺
の
動
向
を
う
か
が
い
、
そ
の
視
界
を
踏
ま
え
て
東
大
寺
戒
壇
院
系
の
律
僧
の
動
き
な

ど
に
若
干
ふ
れ
、
あ
ら
た
に
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
輪
郭
を
顕
し
つ
つ
あ
る
猪
熊
方
本
光
上
人
「
禅
仙
」
を
巡
る
一
端
を
示
し
、『
天

狗
絵
詞
（
天
狗
草
紙
）』
の
背
景
に
及
び
た
い
。

　

本
発
表
は
、
基
本
的
に
聖
教
類
（
書
物
）
の
奥
書
識
語
な
ど
を
辿
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
「
こ
と
が
ら
」
で
あ
り
、
そ
の
網
目

か
ら
浮
き
上
が
る
幽
か
な
可
能
性
を
提
示
す
る
の
み
で
あ
る
。
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